




































































て連続のうちにある。ふと、ふりかえると、そんな〈場〉 を一般・比較文学は準備  
していたのかもしれなかった。それは私の過去の仕事だったというだけではなく、  
今後にもゆだねられているのだろう。   
私がこの大学で少しは仕事をしたといえるのは、その準備をしたことだった。私  
は過去と未来に感謝したい。過去の師の想い出は私の胸に、そしていま未来の学問  
ー2－   
を切り拓こうとしている私の指導学生にバトンを伝えることが果たしてできただろ  
うか‥‥‥ と。  
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